
河南省済源 ・沁陽石刻調査報告

櫻井 智美

は じめに

2008年8月30日 か ら9.月3日 にか けて、中国河 南省済源市 と沁陽市等において石刻

を中心 とす る現地調査 を行 った。科研費 ・若手研 究(B)「 モ ンゴル時代初期 中国黄河流域

支配 の政治史 ・文化史的研究」 に基づ く。調査にあたって は、久保 田和男氏(長 野 工業

高等 専門学校)及 び苗書梅氏(河 南大学)の 協力を得 た。 困難な 日程の中、最 良の調査

環境 を用意 していただいた先生方 に、最初 に謝意を表 したい。

本稿 では、最初 に調査 日誌 をま とめ、次 に、2004年 の予備 調査 と比較 しなが ら2008

年 の調査成果 をま とめたい。2004年 の予備調査 については以前報告 した ことがあ る1。

なお、舩 田善之氏(九 州大学)と 井黒 忍氏(京 都大学)も 、科研費 ・基盤研究(B)「 中国

社 会へのモ ンゴル帝国 による重層 的支配の研究 元朝 史料学 の新 展開 をめざ して」(代

表:龍 谷 大学村岡倫)=本 誌発行者 に基づ き、 ほぼ同時期 に同地 を調査 されてい る。 両

氏 らに よる2004年 の調査成果 もすで に公表 され てお り2、2008年 度調査 の概要 もいずれ

報告 され るだろ う。また、2008年7月 に調査 を行 った四 日市康博氏(東 京大学)に も関

連す る日記 がある3。併せ参照 されたい。

1.調 査 日誌

30日(=ヒ)

成 田空港 よ り上海虹橋空港 を経て、16:40鄭 州新鄭 国際空港 に到着。空港 よ りタクシ

ーで開封へ。18:40開 封城内 に入 った ところで、運転手 の押 しに負 けて現地の タクシー

に乗 り換 え、初乗 り5元 で金元快悦大酒店 に到着。 開封 の風景 は杭州 の街並み を思い起

こ させ る。 ホテル ではす でに苗先生が待 っていた。19:15苗 先生 とタクシーで鼓楼広場

に到着。 途中、苗先 生がガイ ドを して くだ さった。屋 台街 を横 目に天 中大酒店の2階 か

ら下の情景 を眺めつつ夕食。20:30先 生 の教 え子で研 究室講師 の劉 百陸 さん も合流。 開

封や河南の歴史や 現在 の様相 の話 で盛 り上が る。 と りわけ、開封 のユダヤ人 の歴史はお

もしろか った。21:45タ クシー でホテルへ戻 る。23:30日 記 をま とめ就寝。

31日(日)

この 日は、開 封 にお け る宋 元遺 跡 の 現 況 の踏 査 と、済 源 へ の 移 動 を予 定 。7:30苗 先 生

の学 生 郭 艶 艶 さん と朝食 。一 日ガ イ ドを頼 む 。8:00出 発 、徒 歩 で 延 慶 観 へ 。開 封府(新

1拙 稿 「中国にお け る蒙元 史研 究の現 状 と石刻 調査 の意義一 元史学 会参加 及 び北 岳廟 ・隆 興寺 ・済源

市の石刻 調査 を とお して一 」、『東 ア ジア石 刻研 究』創 刊 号、2005.12、15-11(逆116-120)頁 。

2井 黒 忍 ・船 田善 之 ・飯 山知保 「山西 ・河南 訪碑 行報告(附:山 西 ・河 南訪碑 行現 存確 認金 元碑 目録)」、

『大谷 大学 史学論 究』11号 、2005.3、117-156頁 。

3「 四 日市康 博 の研究 室」 「研 究生 活」http://www.geocities.jp/yoccaici/Diary/diary200807.htm1
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築)の 前で地図を購入。延慶観 の門票 は15元 、解説 は無料。延慶観 はオ ゴデイ時代 に建

て られた。r皇 閣は元代の建物 とされ る。20世 紀 に入 ってか ら、貯 まった黄河の泥を掘

り起 こ して修復 を施 された らしい。大相国寺(清 代 の建築)ま で タクシーで移動。延慶

観 も相国寺も、農暦の8月1日(初 一)と い うことで、かな りの人出。開封で最大の相

国寺 には初一、t五 には開封 中の人 が参拝 に訪れ るとの こと。入場券 は30元 、年間許 可

証 は35元 。山陳甘会館(清 代 の建築)は20元 、解説 も20元 。宋代 の開封を思い起 こさ

せ る衣装を着 たガイ ドさんが、少 し早口でガイ ドして くれ た。 た くさんの彫刻があって

とて もきれい。戯台 では毎年3回 劇 が行 われていた らしいが、最近はな くなってい る様

子。歩 いてホテルへ戻 り、チ ェ ックア ウ ト。

繁塔(宋 太宗太平興国2年)は10元 。塔内の階段 の上部には、創 建時石材 を布施 した

人物名 が彫 られてお り、他 の彫刻 と合わせ て 一級の 史料で ある。観 光客はほ とん どいな

いが、 ここが開封で最 も歴史的 には 重要 と思われ た。す でに13:00で 食事 にす るか迷 っ

たが、鉄塔(宋 仁宗皇祐年 間)へ 。河南大学の東 門で開封 の明代城縞 を見て、 中の礼堂

の ところを通 って鉄塔へ。門票は20元 。13:30大 学前 の食堂 で食事 を とり、タクシーで

ホテルへ。荷物 を受 け取 ってか ら相国寺バ スター ミナルへ。14:15相 国 寺バス ター ミナ

ルで鄭州行 きの切符 を購入。7元 。15:10並 んで4台 目のバスにや っ と乗車。17:10鄭

州到着。 済源行 きの切符 を買 うと、18:40出 発 とのこ と。46元 。乗 車まで郭 さんが付 き

添 って くれ た。 中国のバ ス移動は時 間 ロスがつき ま とう。21:30済 源 市長距離バスステ

ー シ ョンよ りタクシーで雅士達酒店 に到着。苗先生 の元学 生萢建 民 さんが迎 えて くれ る。

地元 の藥 さんの運転す る一汽一大衆の新車 で、屋台へ ご飯 を食べに出かける。22:45ホ

テル に戻 って休 む。2:30就 寝。

1日(月)

7:30起 床。8:00朝 食。g:10萢 建 民 さん と出発。g:20済 涜廟 に到着。河南大学 出身

で済涜廟処長の縞軍 さんが不在 のた め、職 員の郭 方 さんが案 内 して くれた。前回来 た時

見損ねた碑 を中心に、新 しく運び込 まれた碑を確認。紫微宮 か ら運 び込 まれた物以外 、

柏林村 の長春観 、下観村 の霊都観、近 くの奉仙観や延慶 寺か らも碑 が運 び込 まれていた。

紫微宮か らも元碑の多 くが運 ばれ た と思われ る(郭 方 さんの話 では、紫微宮 には清代 の

数碑 を残す のみ らしい)。2004年 に廟内碑亭にあった6つ に加 え、26の碑 が並んでいた。

損壊 ・摩滅の激 しい碑やガ ラスがかかった碑の一部には拓本 が添 えて展示 してあった。

紫微 宮か らの碑 の搬入 には、2008年6月 に現地 で開かれ た道教学会 の際 に、碑 をきちん

と保存すべ き声が あが った こ とが関連 しているとの こ とだ った。その後、最 も気 になっ

ていた こと、つま り、4年 前広生殿の裏に放 置 して あった残碑 につ いて尋ねた ところ、「何

も してない」 との返事 だった。見に行 くと、丈が さらに高い草で覆われていた。郭 さん

がス コップを準備 し、萢 さんが草 をは ぐって くれた が、保存状況 に変化 はな く新 しい情

報 も得 られ なかった。碑亭 を見学 しつつ、 この後 の計画 を相談 した。 ここまでで約2時

間。 陽台宮の碑 が運び込 まれ ていない ことを見て、先 に現地 に行 くこ とを決定。縞軍 さ

ん に渡 して欲 しい と、関連す る拙稿2篇 の抜刷 を手渡 した。
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11:05済 涜廟 を出発、歩 いて先 に奉仙観へ。11:25到 着。 ちょ うど修復 の最 中。奉仙

観 で確認 したか った 「創建 □清観碑(金 代、礼部尚書牒)」 は見つか らず。4年 前 に見た

観 音 らしい図像のあ る碑 は三清殿の 中へ移 され てお り、あるいは重なっていた もう一っ

の ものか。殿内 を見学。 ここに運び込まれ ていた 「霊都観 万寿宮図碑 」は済涜廟 の碑廊

に移 され ていたため、4年 前 「もともとの廟 内で、現在は廟 外 となった、公 開 していな

い所 にある」 と言われて見 られなか った 「崇寧'171c光大師衛公道行碑 」について尋ねてみ

ると、門に向か って右 にある店の裏へ連れ て行 っても らえた。 文物 局を通 じて連絡 して

ある と明 らか に対応 が違 う。 ちょ うど碑 陰が見えるよ うに立 っていた。塀 との間に隙間

があ り、何 とか碑 の両面を調査で きた。12:00門 前 の食堂で昼食。13:00150元 で タク

シー を貸 し切 り陽台宮へ。 タクシー内で調査 の結果 をま とめ、少 し休 息。14:00到 着。

門票10元 。玉皇閣裏 に立 っている元碑 を再確認後、未発表の聖 旨碑 を探す。もとあった

ところにはない。 ひ どいこ とに、太 陽に当たる ところに野 ざら しでテーブル の ように し

ておかれていた。4年 前よ り傷みが激 しい様 子だった。焉軍 さんに保護 を頼 も うと思 っ

たが、済涜廟 で後 か ら聞いた ところでは、陽 台宮 には独 自の管理処 があ り済涜廟 とは関

係 がない との ことだった。やは り、4年 前 と同 じく、廟の管理者 と直接話 を しなかった

こ とが悔や まれ た。井黒 忍氏 よ り聞いていた元碑 は階段 の土台 に転用 され てお り、「大元

大徳十年三月吉 日」・「副宮」・「知宮」 のみ読み取れ た。

今回の調査 では、文物局で碑や拓本 の保存状況 な どについて聞き取 りを したい と思 っ

ていたため、市街 に戻 ってか ら連絡 してあった文物 局の段局長 に電話す ると、「博物館 の

中は整理ができてお らず、博物館 の閲覧 は認 め られ ないが、代わ りに、段 さんのパ ソコ

ンに入っている元代 に有用な画像 をすべ て送 って くれ る」 との ことだった。萢 さん経 由

で連絡があるのを待つ ことに した(帰 国後数枚 の既発表拓本の画像 を受け取った)。済涜

廟 に向か う。15:50済 涜廟 に到着 して郭方 さんに連絡。碑廊 での写真撮影 が 目的 だった

が、副処長の銚永霞 さん も一緒に来て くれ た。済涜廟 に10年 働いてい る とい う銚 さんは、

自身は研究者 ではない と謙遜 され たが 、いろいろな情報 を提供 して くれ た。17:30ま で

話 を聞きっつ写真 を撮 った。 その後彼 らのオ フィスで さらに話を聞いた。お礼 とい うの

は変だが、元代 の済源関係 の拓本(北 京図書館所蔵拓本)コ ピーを渡 した。 なかなか地方

では手にいれ に くい こ とがわかってい たか らである。18:20ホ テルへ戻 って次の 日の計

画 を練 る。19:00ホ テル近 くの南蟻河沿 いの屋台へ向か う。20:00過 ぎか ら萢 さんの友

人が次々に参会 した。21:30挨 拶 してホテルへ戻 る。22:30頃 就寝。

2日(火)

6:30起 床。7:10朝 食。8:35萢 さん来 る。8:45チ ェ ックア ウ トして、タクシー で沁

陽へ。70元 。9:45沁 陽市博物館(天 寧 寺三聖塔博物館)に 到着。博物館 は ちょ うど修

理中で建物 内は見 られず。職員 の質 さんが外部 を案 内 して くれた。歴 史の古い河 内の中

心の ことだ けあって、唐 代の遺物 も多 く、また有名 な明清時代の書家 もいる らしい。い

ろいろ説明 して くれたが、固有名詞の多 い説明 には全 くついていけない。 ひ とまず こち

らの 目的 を伝 え、元代の遺物 について紹介 しても らった。 まず、金代建造 の三聖塔 と、

ユ3



郊外 か ら運び込 まれ ていた泰定2年 の邪国公塔、及び各時代 の石像 ・石刻 を集 めた河内

石苑 を見て回った。 その後、入 口に近 い碑亭 に並んだ碑 を丹念 に調査 した。金碑(碑 陽

は陀羅 尼経(?)、 裏 は上段 が尚書省 の牒 、下段 は関係者人名)が1つ 、元碑 が2つ 。元

碑 「重修真 沢廟記 」は大徳7年 の地震について記 してお り、学術価値 も高い との説明だ

った。碑亭は煉 瓦で固めた簡 単なつ く りの もので、風雨や 日光 ・大気 汚染の影響 を避け

るため、新 しい博物館 の建物 がで きあが った ら中に陳列す る予定 との ことだった。実際

に碑刻の下部は風化が進 んでいた。写真 を撮影 してか ら、11:20タ クシーで映画館 の前

へ。「懐慶路総管署記碑」を調査す る。屋台 の建 ち並ぶ横 に、何 の保存処理 も施 されず風

化 が進み、碑か ら文字を起 こす のは相 当困難な様子 であった。新博物館が立 った ら、 こ

ちらも中に入れて も らえるのだろ うか。一応写真 を撮 る。11:40萢 さんの友人たち と

14:00ま で昼食。前 日計画 していた、15:00ま で に博愛に行 って帰 って こられ る とい う淡

い期待 は消えた。15:30鄭 州へ向か うバ スに乗車。 図 らず も慢 車(高 速 を使わず一般道

を通 る)。保険込みで36元 。萢 さんが 自宅のあ る博愛 で下車後 、車内で流 され ていた 「赤

壁(レ ッ ドク リフ)」・rAttackingtotheAmazon走 遍アマ ゾン」の ビデオを見て時間 を

っぶす。19:30紅 珊瑚酒店着。萢 さん と苗先生 ・日本への電話 をか けて、夕食 な どの調

達 に外へ。 ケンタ ッキー のバーガーセ ッ トをテイ クア ウ ト。21:00夕 食 、シャ ワー、 ち

ょっ とした整理 を している と、4時 間のバスがたたったのか軽い腹痛。休息。23:30目

が覚 めて も寝続 ける ことに。何度 も目が覚めて、結局5:00に 起床。

3日(水)

6:30鄭 州へ向けて、民航の空港バスに乗車。保険 を入れ て16元 。7:10空 港へ到着。

搭乗手続きの後 、本屋 とおみや げ店 で少 しお買い物。8:55鄭 州新鄭 国際空港 を離陸、上

海虹橋空港を経 由 して帰 国。

近 日、済涜廟 の銚永 霞 さんか らメール を受 け取った。今後 の研究成果 は、逐一連絡 し

たい と返信 した。今 回調査 した碑刻 には内容が未発表 の もの もい くらか含 まれてい るた

め、現地 と連絡 を と りなが ら研 究を進 めたい。

また、今 回の調査 で も2004年 と同 じく『中国文物地図集』河 南分冊(中 国地図出版社、

1991.12、 以下 「文物地 図」)を 多用。 しか し、本書はシ リーズ 中で も古い ものに属 し、

内容 は1980年 代後半 の調査 に基づいてい るため、今回実際に調査を行 うと道 路や博物館

の新設 ・改変だ けでな く、文物の保存場所 にも大 きな変化 があ った。 地図 ・住所 と簡単

な説明 によ り目的地に到達で きる強みは依然持つ ものの、調 査に 当た ってはかな り古い

情報 とな ってい る。 新た な情報 をま とめた書物の出版 を期待 したい。

2.碑 刻の現状

今 回の調査で実見 した金元時代の碑刻 について、調査の場所 ご とに、碑陰 について、

立碑場所 な ど、碑刻の現状 について肝要な情報 をま とめてい く。関連資料 については、
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便 宜上 、 「文 物 地 図」 以 外 で は、 「北 図4」 ・「翰 墨5」 ・「白話6」 ・「道 家7」 所 収 の もの に限

っ て言 及 す る。 碑 の 中に は 、政 治 史 ・道教 史 ・地 域 史 ・言 語 ・文 書行 政 ほ か様 々 な面 で

重 要 な意 義 を持 つ もの もあ る が、 本稿 で は それ らに は一 切触 れ な い こ と とす る。

済 涜 廟(金 碑2、 元 碑13、 下線 は2004年 時 点 で 済 涜廟 で は 見 られ な か った もの)

1,済 源 県創 建 石橋 碑(大 定20、1180)碑 陰 な し、碑 廊 左78

2,重 修 済 涜 廟 碑(正 大5年 、1228)碑 陰 な し、碑 廊 左3

3,皇 后 謙 旨碑(庚 子 年 、1240/甲 戌 年 、1250)上 下戴 、碑 廊 左29(紫 微 宮 よ り搬 入)、

道 家480、 自話7(上 戴 写真)、 文 物 地 図 は 「大徳4年(1300)、 至 大3年(1310)」 ・

「八 思 巴 文 」 な ど と誤 る

4,霊 都 観 万寿 宮 図碑(乙 巳年 、1245)碑 廊左13、 碑 陽 上 戴 は 「広 玄真 人 」遺 類 と真

人 像 、下 戴 は 「提 点 陳 西教 門重 陽 宮 事 」棊 志 遠 の発 給 文 、碑 陰 は観 図 、道 家484、

文 物 地 図 は 「大徳8年(1305)立 石 」 と誤 る

5,通 真 子 墓 隅銘(戊 申年 、1248)碑 陰 な し、碑 廊 左31、 翰 墨6-26(紫 微 宮)、 道 家

486

6,重 修 天 壇 碑 銘(乙 酉 年 、1249)碑 陰題 名 不清 楚 、碑 廊 左30(3,5,13が 紫 微 宮

よ り搬 入 され た こ とが 確 実 な た め 、 この6と8は 碑 廊 で の 並 び よ り、や は り紫 微

宮 か ら搬 入 され た と推 測 され る)、 道 家505

7,大 朝 故講 師李 居 墓 誌 銘(中 統4年?、1263)碑 陰 あ り、碑 廊 左16、 内容 未 検 討

8,投 龍 簡 記(至 元 元年 、1264)碑 陰 な し、碑 廊 左28(紫 微 宮 よ り搬 入 か)、 道 家562、

櫻 井20059の リス トで は漏 れ て い る

9,大 朝 済涜 投 龍 簡 記(至 元7年 、1970)碑 陰 な し(こ れ 以 下3碑 の碑 陰 が ない こ と

は 副処 長 に確 認)、 回廊 東 側 北壁

10,皇 太 子 燕 王賜 香 記(至 元9年 、1272)碑 陰 な し、 神殿 東側 壁 、道 家1102

11,祭 済涜 祀記(至 元27年 、1980)碑 陰 な し、 回廊 東 側 北壁 、9の 右 隣

12,重 修 長 春 観 碑(至 元29年 、1982)碑 陰 は 「祖 師 長 生輔 化 明徳 真 人」(陳 徳 新)の 額 ・

道 統 図 、碑 廊 左12

13,聖 旨碑(大 徳8年 、1306/大 徳10、1308)碑 陰 は大 徳10年 の人 名 、碑 廊 左27(紫

微 宮 よ り搬 入)、 道 家711、 白話51

14,投 龍 簡 紀(延 祐 元 年 、1314)碑 陰 の人 名 不 清 楚 、碑 廊 左4、 北 図49-36

15,郭 居 墓 誌 銘(至 元5年 、12680r1339)2004の み 確認 、東 庶 広 生殿 前 に 立 て か け

4北 図は 、『北京 図書館 蔵 中国歴代 拓本 匪編』 中州 古i籍出版 社 、1990の 冊 一頁。

5翰 墨は 、『翰墨石 影』(河 南省 文史研 究館 蔵悼搦 片精 選)広 陵書社 、2003.4の 冊 一葉。

6白 話 は 、藥美 彪 『元代 白話碑 集録』 科学 出版社 、1955の 頁 。

7道 家 は 、陳垣 編 ・陳智超 ・曾 慶瑛校 補 『道家金 石 略』 文物 出版社 、1988.6の 頁 。

8碑 廊 で 向か って左 か ら7番 目の意 味。

9櫻 井2005は 、拙 稿 「ク ビライ の華北 支配 の一形 象一 懐 孟地 区の祭 祀 と教育一 」、『駿 台史学 』124、

2005.3、27-47頁 。
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16,残 碑 東 庶 広 生 殿 うらに積 まれ た 残 碑 のLLIの 中 、2004に 「達 魯 花 赤 」 「懐 孟 路 」 の

文 字 を見 つ けた 、2008は よ りひ どい状 態 の 草 の 中

奉仙観(宋 金碑1、 元碑1)

1,崇 寧藻光大師衛公道行碑(至 元22年 、1285)碑 陰 「重修奉仙万慶之宮」、門前 商

店内、北図 な し

2,創 建 口清観碑 の額(尚 書礼部の牒)2004の み、奥東側壁付近 、年代は写真か らは

読み とれず

陽 台宮(元 碑3)

1,残 碑(大 徳10年 、1306)「 知 宮 」 な どの 文字

2,皇 天 玉 皇 上 帝 碑 記(至 正4年 、1344)碑 陰 「興 国 大 陽 台 万 寿 宮 」 人名 、 玉 皇閣 裏

手

3,皇 帝 聖 旨碑(至 正4年 、1344)碑 陰 は人 名 、2004玉 皇 閣 後壁 に 立 て か けて あ る→

2008玉 皇 閣 裏 手

4,蠣 首 の み 片 面 「降香 投 簡 之 記」、 片 面 「興 国 大 陽 台 万 寿宮J2004の み 玉 皇 閣裏

手 で確 認

沁 陽 市(金 碑1、 元 碑4、 元 塔1)

1,陀 羅 尼 碑(承 安5年 、1200)碑 陰 上:諜(承 安4年 、1199)、 下:「 世 族 図 序 」、

博 物 館 東 面 碑 亭

2,修 真 観 碑(至 元??)碑 陰 は道 系 図 、博 物 館 東 面碑 亭

3,重 修 真 澤 廟 碑 記(延 祐7年 、1320)通 称 「地 震 碑 」、碑 陰 は人 名 、博 物 館 東 面

碑 亭

4,残 碑(大 元 至??)博 物 館 三 聖 塔 前 に放 置

5,邪 国公 塔(泰 定2年 、1325)博 物 館 碑 廊 奥 、 三聖 塔 手 前

6,懐 慶 路 総 管 署 記 碑(至 正11年 、1351)沁 陽 映 画 館 前 、 北 図 な し

(さ く らい さ とみ)
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